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三朝温泉地における湯治者の実態 (第2報)
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Ⅰ 三朝温泉における蕩治者の概況
鳥取県三朝温泉 (含放射能-ナトリウムー塩化物 ･炭
酸水素泉)における湯治概況については,さきに昭和32
年2月,杉山教授発表の調査表にもとづいて実施し報告
した.
近時,平均余命の延長にともない老齢人口は増加し,
また社会状勢も異ってきた.たまたま,第44回日本温泉
気候物理医学会のシンポジウムに ｢温泉地における蕩治
者の実態｣がとりあげられ,筆者も演者の1人に選ばれ
表 1.
質
たので,前回より20年後の三朝温泉地における湯治概況
調査を前回と同一の様式によって行った.すなわち,
昭和53年1-12月の間,三朝温泉地の1保養旅館に投宿
した湯治者のうち,無作為に抽出した者について,昭和
54年2月にアンケ-ト用紙 (表1)を送付し調査を行い
前回の成績と比較することとした｡今回の対象は130名
であるが回収したのは75名 (58%)であった.
1. 対象者の年齢は32才から86才にわたり,男子48名,
女子27名で,男子の方が多かった.平均年齢は68±11
才となった.60才以上が83%を占め,前回の56%に比
昭和 年 月 日
温泉療養 (湯治)調査表
氏 名 芸 才【剣 劇
住 所 県 霊 告 番地
釆 湯 の 1_ 病 気 治 療 3_ 静 養 5. その他 (詳しく)
日 的 2. 病 後 保 事 4. レク1)エーシヲン (点休み)
病気治療
2. 脇 疾 患 7. 心 腺 病 12_ ぜ ん そ く 17. 血 液 病3 肝 耗 肩 & 半 身 不随 3. 気 管 支 炎 8 皮 ■ 塀
rJ. ',何 病 か
湯 治 のEf # _月… 日から ._月.,. EIまで E]間
湯 治 の
回 数
入 浴 の回 数 zaに .--.-一回 (諾 二 冨 夜若:.-二.-:rI 冨
(のj>ゆ)飲 泉 i. と言::言い しておTLlf ti芸の繭 た買芸む (1回.-.合)
東 浜 の
動 織 Lp
(一一め)効 果 今の湯治でも芸が (三雲 つ:I, 理可
･rJt湯 中 り
そ の 他
皆 さ んの 希 翌 今後旅軌 治ま相談医臥 その他lこ希望することがら.
備 考
岡山大学医学部附属病院三朝分院
16 森 永 寛
表 2. 調 査 対 象
表 4.来 湯 目 的
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人数 ～ % 1人数 I %
ベ老齢者が多く,約10年,年齢が老齢化していた (義
2).
2.来湯回数は初回のもの32%で前回より低かったが,
他方10回以上,あるいは毎年と答えたものが28%を占
表 5. 来 湯 動 機
めていた (表3).
3.病気治療や病後休養を目的としたものは,前回の78
%にくらベ43%と半減し,他方,静養,レクリエーシ
ョンと答えたものが47%であった (表4).
4.来場の動機は,従って医師の指導によると答えたも
のは8%で,前回よりすくなく,自分の経験や,人の
すすめによるものが84%を占めていた (表5).
5. 湯治日数は1週間以内のものが1/4,2週間以内の
合計は72%となった.病気治療よりもむしろレクリエ
ーションの割合が増えたことと関連し,滞在日数は減
少したと考えられよう (表6).
6. 1日の入浴回数は3回以下のものが44%を占め,辛
均1日3･7回の入浴を行っており,前回の平均4･
5回よりほぼ1回減っていることとなる (表7).こ
のことは湯あたりの出現者の頻度が減ったことに関連
があると考えられるし,また今回の対象は病気治療を
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表 6. 湯 治 日 数
表 7. 1日 の 入 浴 回 数 表 9.効 果 に つ い て
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表 8. 湯あたりの頻度
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目的としない者が多いため,湯中り症状出現がすくな
かったのであろう (表8).
7.効果ありとするものは79%であった (表9).
Ⅱ 岡山大学附属病院三朝分院内科 ･入院患者の疾患別
訊査
昭和30年4月から,昭和33年3月までの3カ年間の入
院患者数は517名で,疾患別に分類すると,消化器系の
疾患が最も多く135名 (26.1%),ついで運動器系の疾患
96名 (19%),呼吸器疾患75名 (15%)の憶であった.
20年後の昭和51年4月から昭和54年3月までの3カ年間
の入院患者数は386名で,最も多かったのは前回2位の
運動器系の疾患の165名 (43%)で,ついで消化器系の
疾患,神経系の疾患の順となっている (表10).すなわ
ち, この20年間に増加したものはリウマチ性疾患で,つ
いで神経系および代謝系の疾患などであった.その内訳
をくわしくみると,慢性関節リウマチは前回には年平均
14-5名の入院しかみなかったものが,20年後の昨今は
年間42-3名とはぼ3倍にふえ,糖尿病や痛風も倍増し
ている.従って1名あたりの入院期間が長びき,入院症
例の実数は減ったこととなる.運動器系の疾患や神経系
の疾患で,温泉適応疾患を拾ってみると,昭和30年代の
はじめは246/517ミニ47.6%であったものが,20年後では
271/386-70.2%と約1.5倍に増加したこととなる.温泉
地にある三朝分院は,社会状勢の変化 ･疾病構成の変貌
などとあいまって,温泉適応疾患収容の方向へすすみつ
つあるものと考えられる.
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表 10. 三朝分院内科入院患者の疾患の推移
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Ⅱ 次に昭和52年と昭和53年のそれぞれ1月から12月ま
で,三朝温泉地の1保養旅館の宿泊人員を宿帖を借用し
て調査した.昭和52年度の宿泊者は1317名で60才以上が
78%を占め,男 :女-1:1.01でほぼ同数.昭和53年度
は1280名,この中年齢の明記してある962名では60才以
上が77%を占め,男 :女-1:0.91となった.
すなわち,保養旅館は老齢者で占められており,平均
???
?? ???
???
??????????
????
504 458 】 962
平均 :66.7才
年齢は66-67才であった (義ll).なお3名以上のグル
-プ旅行者が,昭和52年に79件,昭和53年に70件あっ
た .
温泉を休養･保養に活用し,中高年齢者の健康づくり
に応用しようとする日本健康開発財団による健康増進保
養旅行が,昭和53年9-10月の間,三朝温泉地で試行せ
られた.参加者は28才から85才にわたる164名で,平均
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表 12.健康増進保養旅行参加者の年齢
計 l75 89 巨64 L
平均年齢 男 :68.4土11.6才
女 :64.2±10.8
表 13. 保養旅行参加者の診断成績
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計 i248 99･9
年齢は66士10才,60才以上が76%を占め,40-50才代は
24%すなわち1/4未満であった.循環器系の疾患を有す
ると考えられるもの39%,糖尿病 ･痛風が19%,リウマ
チ性疾患が19%であった (表12,13).
19
文 献
涌谷卓伯 ･松本欣之 ･山本泰久 (1959):三朝温泉に於
げる湯治概況調査,同大温研報,24,80-85.
GENERALStJRVEYOFTEESPATREAT]MENT
ATM:lSASASPA(2NDREPORT)
byHiroshiMoRINAGA.Ml'sasaBranchHospitalof
OkayamaUniversitySchoolofMedicine.
Abstract:Ageneralsurveyofthespatreatment
atMisasaSpacarriedoutinFebruary,1979.
Theinformationstheauthorhasgatheredmaybe
summarizedasfollows:
1.Themajorityofspavisitorswasover60
yearsold.
2.47%ofspavisitorscametothishotspring
forrestandrecreation,43% forthepurposeof
balneotherapyofclrOnicrheumaticdisordersand
after-care.
3.ThosewhovisitedMisasaSpaforthe丘rst
timewere32%,therestbeingthosewhovisited
thisspaover2times.
4.ThelengthoftimetheystayatMisasaSpa
forrecreationwasunder7days,andforcurative
treatmentwasforabout2weeks.
